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l展示直I ~

近世上流婦人の教養

～尾張徳川家婦人達の蔵書～
1.16出～3.20（日）

(2.18休）・19後）は展示替休室）

主主右；文Jiltの1lli身、 J:8張滞の｛剤l文wのffs.it·＇~は、初代務主義直、二代光友をはじめ、経代落主のコレクションを中

核として形成されたものであるが、これとともに、務主の夫人や娘など、務主の周辺の火性たちのii's.itgもj話張f誌

のn's.it,1；.の重要な音JI分を占めていた。

品1｝人法の蔵8＇は、個人の所持品としての性絡が強く、死後は近親.｛］や（!!IJ近に泣品として分譲されることが多か

っただけでなく 、能，1；：家の1"1'tになる写本や、装舶に貨をjぶしたJ::.本が多いことから、ーたんは御文wに収められ

でも、名古1±.

たらし L、。このため、所蔵省がlリ lfi'｛~ な状態で、一貫して iifll文Jillの縦 ， 1 ；. として伝えられたものは少なく、現在の蓬

h：.＿；立：Jillの11W.1：で久性の所蔵おが刊：定できるものは数件にしかすぎない。今J11Jの！民示では、現存する政，i；ー日録に久－

ti:の11波，l；として登場する ，Ii：名の ，＇i＇物を、文wに伝来する，作物の1J1から選んで構成するものである。
よめい

大名’ゑーの品，｝人達の政，1；：を代Jーするものに、 ilk:!Ai主が輿入れの｜僚に伶参する「l成人り本」と II千ばれる，！？物がある。

その多くは物語や手11::f).:hで、三i代のfiEJ：家の子による j点目日な市致、 ｝~紙には金泥で花わ！瓜川をtill いた料紙や金制

を川い、－jfの婚礼調j交に合せたな匠のii.I'*；会や金具を鈍した箱に収められるなど、係礼調l廷のーっとして盤えら

れるのが市であった。一点、餅似に際しては、各家伝米の宝物を持参することもあり、古筆の名，~.·.が母から娘、

娘からf；｛：：娘へと係姻とともに家から3ぶへと｛云えられることもあったであろう。

Limの脈礼道具の一つに，1；：物が汁まれるのは、古代、 1J iJ世以米の伝統であるが、とくに江戸Hキ代には、主要道

共をかざる県側、 BJチ棚に、。1；：棚が/JI！わって三抑！と呼ばれるようになる。このように占物の制度性が強まるに従

い、 '.lUriや姉絵にnをばくした，1；：物が数多くつくられたとも言えよう。

lふ入り本として主主えられるものとしては、八代集、二卜－IU4、泌氏物語、伊勢物語などが多かったが、その

代表はなんといっても泌氏物訴であろう。二代務主光ぷメ；人となった将軍家光の娘千代姫の婚礼調度が、「初音の

,]J,¥j／ぷ」をはじめとして泌氏物語から芯：匠の題材をとっていることに象徴されるように、女性の所持品と源氏物語

の関係はりjつでもりjれないものであった。ちなみに、

義直が父家wから譲り’豆－けた＇ i11JrAJ本ilf,t氏物話」（蓬

右：文W11夜、同指定重要文化財）は、 J受直の遺品とし

て、（!!IJ室貞絵院に、同じく災直の11＼点，1；：であった内雲：

紙を白川した源氏物詩（刷版r；はイミllJJ）は一人娘；；（

14',iに与えられており、また、 JJl..(U盛j.r_文.Jiltには、嫁

人りイ丈または久－t主の1ifr

H重｛云干子して Lミる。

ところで、実際に J-L•J長f創｜｜’ゑの火性達はどのよう

な』！？物を所成していたのであろうか。以ド、現存す

る11：北，1；.日録から品1｝人ごとにその一端を紹介してみよ
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0三代務主綱i成人：人新君（1654～ 1692)

士法は災直の娘J;U点。 13-Yで江戸へ下るまで、名古L廷で生れ、成長した。 lIUには、手II歌集、物訴を1j1心に42「｜ニ

632tlせが記されている。嫁人木と符えられるii.Iii＼会初付の一巡の，！？物の1j11こ「点鑑」「ii.京平感京記」「王代記」（1j1同と

II 本 の~統を編年で、示したもの）があり、その他二種の「怜：鑑lヌl.iil」、当H、刊＇，）坂されてまもない絵人（I科目付社「司ii

袋図:iiむなど、当H寺の大名家の婦人に要求された知市占や教主主が伺えるとともに、 !I＇，版wの流行にも通ずる；＇ fl)分

がある。 i皮久のM£,1：，は文J1jiから｛也へ修ったものが多く、現.fE{i'(t［認できるのは、「IA.'然立」はじめ 5flのみである。

o三代滞主%1~.fJlX fJ!il室締小路（ ～ 1730) 

！日lじくヰII歌集、物語をij1心lこ53「j:565111｝が｜｜鈷に記されている。新右と共通したものに「手11;;s1r.1t ~c」 u=.代

記）、「訓該国主主」がある。このほか仏，1：：がllだち、また「、！？家秒9JI¥」 「｛日 l~~c」なと＂11I記秒ry,]Aや！絞らど物語が多

い。さらに「武道伝米記」「~/'iliil案内旅作」「本中ii]三凶志」など、当｜｜お千：｜’リの読物も合まれている o ,:c$よと；＇~放す

るものでは、「i'I人一「l」だけがJJU1：も蓬左文Jill成。

o!ICJ 代務j~吉通実母本寿院（ ～1739) 

6件59111｝が記され、 4fl・1H11::fx!.b

oPCJ代滞 l：吉j並大人中Iiiイー (1690～ 1731)

)L条！見Ii'I 五二ー から輿入れ。 4 「｜ニ 29111｝の記，肢がある。「空総：to/JJ？＼」の他は千 ，－ ~I！の i_UJO；。

O六代務_t継友大人安己fl,( ～ 1735) 

摂政近｛年j’主主－より輿入れ。 7「j: 14511せの記 • I夜がある。近術家代々のl成人道共に伎Hl された炎、抱牡汁紋始。「校

散iiね2;tli人りの「泌氏物語」をはじめ、物話、和歌集がほとんど。 i皮久の.t~Jイ？も多くが文Jiltから持ちだされ、

奈良絵本の「卒物語」「大J,H~l~」だけが残って、 JJ!. fl：：も当文Jiltに1'11'

O)L(U涼i：宗陸占史hfo；行火人志子 (1757～ 1804)

紀）＇I。｜徳川家より輿入れ、 i世イ－であったA.が先に没し、型聡｜坑を%のって、 lQfド余を4:亡人としてすこす。こ

のためか、 51件328111}のうち、 48('1二は仏，1；.。ただし、残り 3f!j：は、「手Iii兆三寸同会」「m~.1rw1:t」「点M道4勺ifr ［文l会」

と当II.＼＇のベストセラーばかりである。

このほかに、蓬左文Jillには、大！主q；と呼ばれる－mの，1：：秒jがある。これは、i涜i：の人ー人述が’｜ニi，＇；したifl ; l；｛ ~j~ 

の縦， 1 ；：と巧えられており、このij1 には「1彦紫川 ~iil~i氏」「 1¥i総m比八犬伝」なと、のy工戸木HJJ に流行した大衆1f1J けよ主

人り討Lみ中勿のベストセラーがひととおりJ前っている。

iD ; 11.'t( ＼：の大名家の品1｝人i主の11lli:,1；：の判色をノj：すのは、 lぷ人本に代表される夫しい3主械の手li::f);,I；：や物析であり、

それはi皮 v...·；主の支配｜粁級の ~：n：としての教員を象徴するものでもあ っ た。 しかし、 － ）j 、 '.jと－µ~~の II定，1n If止にJじさ

れた，1；：名は、けっして利J::fj¥や物語にかたよっているわけ

ではなく、むしろそれ以外の J：物に彼久一述のfl~J·/'I：が反映

されているように思われる。また、その内科は、 ill!,(jf 

が、当日、iの文化や，＇ l',)tfi•Jq,if と ）！民主誌な 17-{1：ではなか っ たこ

とをもノJ~ していると 子守えよう 。

（参汚.X1Nk 11 lイ、何ij七「j己＇JIU.ti"伺l文J1j(』について（：）」
( r r, ,11J;!diti1？物tli'ifiif究k:c't-J\.f~ 九巻 1986) 

小池山総「初「：のぷII支について」

( l!&i川 J~i·f·jfri（縦r初 i'i'ーの，j,\j ／；ゐ 1985) 
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「犬木和歌抄」作総Ui.）と表紙および巻頭（｜．）
（二代消 i：綱誠夫人 Jli:tt1W・h波）
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「近世上流婦人の教益－出張徳川家婦人達の蔵会一」 出品目録

く物語〉 27. 太平記
~l;£ 5 if flj 40{1Jj-;l 1 ;f,lj巻各 lm u町

1. 伊勢物語定家本 28. 後太平記
$111f H寺代写 (f云九条店、うに筆） 1 illt 多々良一也

2. l司 天福本 ィ上戸 1~1J日l刊 42>.1 Id 1 >.122ilせ
室川AミJYI写 (f云牡n花 n柏~ft) 1 ill} 29. ¥YI我物j苦

3. ｜百l ｜司 ;t禄14年刊 12~ 4 ilサ
天正3年写（｛云近i伯尚述筆） 1刊｝ 30. i彦紫田舎源氏

4. ｜司 武田本 柳手：極主主著： 歌川国貞l薗
室111r時代写 liAt 文政11至天保13年刊 38編19冊

5. 同 同 31. 其由縁部廼｛弟
｜司 一筆附可｛民等著一｜湯斎盟国画

6. 〔戸山川1J!l守献本〕 1 ill} 弘化4至元治元年flj 22編IHI甘
｜百l 32. 足利絹手染紫

f上戸初JYI写（五色料紙本） I引｜｝ 笠亭f山果等著 歌川盟国＇.｛！，＇；画
7. 空砲物語 干lj（嘉永至i明治） 13編l3ilサ

r正Fi宇刀！日l：与： 33. 女郎花五色石台
〔三代首都主大人新君所蔵〕 20ili} 1!11苧馬琴箸歌川盟国等幽

8. i答窪物語 弘化4至安政7年刊 8制6ill} 
江戸中！日i写 4 04ill} 34. l萌総里見八犬伝

9. 泌氏物語 l'f表紙本 山；~：馬琴若：

室lilf,j,;JYJ写 (f云貞奴税王等為：f~ .1n 天保if.IHI干lj 101巻106iflt
5401」録2{1傾 1巻56冊 l0 35. 犬の草紙

10. ｜訂l 同 笠亭仙来事f 一院斎盟国画
フミ正8年写（里村紹巴l土liiE奥.in 干I]（蕗永至i明治） 52縦26i舟

540系1~1 1 {1傾 2通 55冊
11. [fl] 同 く植筆〉

江戸初JYI写（伝八.，.；.；良純，悦Jミ:1fi) 54巻54ill}
12. 1百l 同 36. つれづれ革

｜白！ 540541叶 卜；；1;J正好
13. ）｝ノ1＜一品 叫戸初WI写（奈良絵本）

fiE登ノkl午j 〔三代務J:.J：人事Ji君所蔵） 6 iR} 
~·:r文fド IHJf1J 54062111} 37. 従然主主

14. 自民江人主主 ！日l
1 j I ir;CJ並）j持 liij 2 iiサ
; [J－＇初期I:!§: 55ill} 38. J併Ill鉄他

15. 泌氏物語湖1-1抄 山ltl';jJ乙l災
北村季l吟 点字2年fl] 1006il庁
1:1j （~セ 1til'·li友 ） 54巻H6 >.160ill} 

16. しのびね く和歌〉
江戸初！日l写
〔三代滞XJ:人事Ji君i'Ji·11~ 〕 2 ill} 39. 史(j'i1J和歌集

17. ！日l 江戸初即時 60ilfr 
l1iJ 2 ill} 

40. 相11111抄
18. :/;・ii'i;Jく物語 ~)l'.~｛illi{ 

ι[J 2初！日l写 ィif.J1初＇Jlt)j'.!:j: 5 ill} 
〔三代務J＇.火人初 i:rot所必〕 2 llfr 41. 利~ix呉竹集

19. しぐれ j己的雑誌
江戸初JUI写（ぶ良絵本） 5 ill} 

1Ei:~i 6 ijo r1J 10巻10冊
20. ふしみときは 42. 古今平11:J.);-*

｜日i （ ｜日I) 2 ill} 
紀n之等品目

21. くさ物語 iJ:J ; 1j1 J日jflj 200 2 ill} 
｜白l ( ifil ) 

〔j、 l~i洛j:：＿）.：人安己宥fifr11注〕 2官庁 43. ｜訂i 点Lぷ本

22. 大以~l~ ｜百l

jnj 問l 室111r時代写 1001 ill} 

同 2 ill} 44. l司

23. 栄花物語 ｜口l

.tE i.止i5 ii＇・刊 8 &I Ii止系l:.<I谷 1巻9!11} ),Ji正3q二写 10巻 lflit 

24. 平家物語 45. 新古今和歌集

x.剥12年］＇I] 12>'Jl2ili} 疎開定家等制

25. 、I＇－瓦物話 J少 室PIJll討に写（伝JI~九チ｜ー郡長 （~Yft) 20&2il庁
iU i1!1JYI 1:11 12 &23111t 46. 新古今平11:1xJ長

26. ilfi！三H£京記 ！日l

日記長lMI二写 48巻lI 1 YJ48刊｜｝ 正（~＇. 4年刊 20>.14冊
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4 /II} 

7巻7ill} 

530－＆日 1-&666il庁

1 /II} 

1 /II} 

1 /II} 

1 ill} ( 6 ill｝のl人J)

15 /II} 

5 /II} 

享保六年御力結？同録
写 （＇f£f以3if. 9 JI) 

馬場向l文Ji!(御，！？終日録
：ザ 1 ill} ( 7 /II｝の内）

円1、：！$＆！＇長 ・ j原~~.r；長 ・ 苦言心 I~υ若 ・ ilfJ[I リH；長
御J)J々 様 ・当｛前lit械｛前l古一物11録

写（文化10年頃）

｛何l文WI朗l城主目録
写（寛政｛Jミ！HJ)

k礼J,Rf云記
フミllJIJC:～ 3 (J'.'.9: 

k礼議抄
~政12'-Jミ写

女礼ドHl：次第
：写

8 ＞.＇.会l訓 l1YJ9 /II} 

6 ＞.＇.会6ill} 

12巻7/11} 

21>.'.全日 1巻8ill} 

105-& !"fl-ii各 l>'$81/11} 

重撰平lli集長H九編if合!llI図
釈11nv
江戸初JYJ写

日本王代一位
林忽
従文 3(J'. rrJ 

干（；＇鑑図説
lリI.張l百正
m~•り＇Jmfflj

/rt ~1 ；：~~従
J ，~·.＼ i呆己ー
刊 （江戸）

需品訓蒙図袋

中村之欽
) lょ禄8if.fl] 

手［J泌三才図会
寺l；占良安品目
flj （正徳3'-f.ir;i 

東海道名所図会
私.m舜柄拘： 北1-d.i攻災害jijjjjj

寛政9年刊

新編鎌f¥志
河井恒久苓
力石店、ー布ll
正徳3年TIj 

松村i1'l之訂

呂調似｜口j探
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く目録その他〉

87. 

84. 

81. 

82. 

83. 

85. 

86. 

73. 

75. 

77. 

78. 

76. 

79. 

80. 

74. 

1ilサ

140-& 8 ill} 

360トl1 どを37illr

1 ill} 

2 YJ 2 ill} 

2 >'.12 lilt 

2 02 ill} 

2巻 2ill} 

isi11t 

1 iJIJ 

111昨

1 ill} 

1 ill} 

1 ill} 

40illt 

4oo-&4siJJt 

4oo>'Js6illr 

20どを20J11t

140014ilせ

1 ill} 

1 ill} 
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36036i町

三代集
江戸初JYJ：与ー

八代集
江戸中即時

間
江戸cj.1WJ刊

卜三代集
正保4年「Jj

二十一代集
江戸中JYJ写

同
正保4if刊

万葉集
江戸初JYJ写 （平仮名附訓本）

三十六人歌集
J篠原公任編

江戸初期写

百人一尚
藤原定家編

江戸ι1・1JtlJ写
同

問
｜百｜

同 附 ・市lj詞＊fl¥
江戸初JYJ写
〔三代務主fl!恒三術小路所蔵〕

小打山荘色紙倭歌
江戸仁joJtJI写

小白山IF色紙不［日:ix
同

点木和歌抄
藤原長汗；編
江戸宇刀Hll：与．
〔三｛tlifi主＊人事Ir：／？.所蔵）

m少納言家集 ｛~成刷l女家JR
江戸1.j・11日i写

拾逃，也、草
藤原ii家

*lllf時代：与．

玉吟JR
同

江戸初J()J写

六家集
江戸1.j')tJI刊

六百番歌合
U~f弘資
宝永；C:if.写

宗可氏短歌
軍服当面；j¥
品記長lOfJミ2ヂ

手fli釦！Jj詠JR
藤原公任制
室Illfll;'i'{t：写（伝一条為ill銑）

｜百l

( 111的宗鍛~fi)

/iii 
~ ~；£）亡iド TIJ （絵人本）

！日l
｜百l

同

47. 

49. 

61. 

63. 

66. 

69. 

67. 

68. 

64. 

65. 

50. 

60. 

62. 

51. 

56. 

48. 

52. 

53. 

54. 
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ぉ：三銭謀説総当Z 蓬左ア ル バム寄与＝務総誠実冬場

2.蓬左文庫へ就職

n~凶お話ししたような次第で、 蓬左xWIこ』記として保山された訳ですが、 最初に文）1 llを~たH寺の印象は、 あ

まりの古占の多さに呆然としてしまった、といったものでした。大学時代に LI本史を専攻していましたので、古

,1；：を見たのは初めてではなかったにせよ、実際に手にする機会はほとんどありませんでしたので、まあ初めての

経験と言ってもいいでしょう。しかもJ-rl,張部に伝わった重要文化財を合むf11J万世I｝もの本が、薄11/hL,l}:Jillの中に納

められているのですから、ただIf倒されてしまって、もう 、すぐに静めて逃け＇LJ.'，そうと思いました。とは言いま

しでも、せっかく縁があって採用されたのだからと思い直しまして、その後点洋文wへ長津規矩也先生のj共和講

習会にJ!liったり、 Cl分でも勉強したりしまして、だんだん古占のおもしろさに引かれてゆき、今l」に至っている

わけです。それと言うのも、周IJFIに優秀な)-j々 がたくさんみえまして、いろいろなことを教えていただいたとい

うことが大きかったからでしょう。

当II；］＇の蒙 llJJ会のメンバーは、会長が徳川義親先生、副会長がj的rJ氏、専務理事が前向にも述べた鈴木信吉氏、

仁 常務理主J~;I／五114~~吉氏でした。 鈴木 五l片ミの両氏はま、 ｜

文Jillの~il\JJ. は、 ， 1 ；：~じが稲チ ｜： ｛米 l..＼： と私、 それに1A . ;I'll文タイプをこなす今井伏チさんの計三名でした。福井氏は、

fLと同年代か少し下で、私よりよ1Lくから文Jillに勤めていらっしゃいました。一緒にfhFをしたのは半年くらいだ

けで、昨められた後は満州の｝jへ行かれて、戦後は内ll¥J文Jillの方で、fl:·J ~ をされていました。この福1 1二氏と 、 蓬左

文Jillの胤fillをしていら っしゃった山iiι：｛1i!i平先生のお二人から最初の ，！？誌学の手ほどきをうけたのです。当日寺山；・，，

先生は文型大と学習院の教段で、文l11iの；1ir1人l本源氏物語の複製を1'1°られており、ひんぱんに学生をつれて文Jillを利

用されていました。

福井氏が貯められたあとに文wに人られたのが、先｜｜ お亡くなりにな った森銑三先生で、米大の史料編纂所を

貯められた後、しばらくフリーで文筆活動をされていたのが、 名前以図 ， l;:fif::L~ だ っ た ｜以符俊作氏の紺介で、文 Jill.I こ

人られることになったのです。森先生は、当H、千45～ 6,j-・、1'flムはま ったくぶないでいつも手l!JJII、はかまで通し、

その姿には線爽たるものがありました。 森先生は、沖J~ l?ZI ,1；：飢で村 l：文JiHの綬PHをされたり、史料編集所でlヌ1,1;:

を J及われたりと 、 i去 'tj'.の経験をお1.'f ちだ っ たので、見’F な 1~1 .1 ； の扱いでした。 また、大変に博識なみなので、い

ろいろ教えていただくことも多かったものです。

)(Jillは！”Jを入って左子にあ ったのですが、イi予には一｜析に生物乍研究所、 ー｜併に林政史研究所が｛史}flしていた

j:)(fj百コンクリート二｜析挫の建物がありまして、そのー｜桁に食’：；（•があ っ たのです。 これは木造で、 十人ほどが入れ

るくらいでしたが、鉄筋はこれに~てm ししたものらしいです。 その食’；；fに、毎日三l l!iーになると文Jill と林政史研

( f づ1;1ifrと生物学研究所のメンバーがJtまりまして、お茶を飲んだもので、す。林政史研究所からは所先生など3人く

,--1 らい、生物学研究所からは学者兄必として有名だった山ι陣先生をはじめとして 6～7人、それに文wから森先生

〔｜日蓬左文JiF〕第：孟%V川i

と私が参加して、お柴←jこを食べながら斜u去をするのです。こ

れが？号、さばけた人述ばかりで、日経jの~白な所、森、！JI'ι

の三l..＼：がi：＊：拡を傾け、我々はそれを将司Eするということが多

かったのですが、内谷は占今;.l.!:1JljlこEってJド・，：；1・ にバラエティ

ーに出み、どれもこれもおもしろい話ばかりで、しかも、こん

こんと fl｛の如l く I~ き ない話ぶりでしたので、 30分くらいはあ

っという！日！にj位ぎてしまい、 ll!J'l/Jlのたつのが↑Irしいと，也うこ

とがよくありました。あのH、干の雑談を残しておけばよかった

と、今でも思います。

~t＆茂三郎談（ ;l:宙5.:文w制ti研究L~ ）

安次11111.&ノj：のお先IIらせ 「字 ·＇~と 1Jリ処ー～『ことば』 と 『 もの』への知識欲～」 4 JJlO「I(I)～6 I ll2 I I (11) 
( 5 J-J 19 I I(,+:) ・ 20 LI 仰はJ.&11：作｛木室）

5 



出版物 覧
名手iLirlT注左文r.Hi英給分UiH鈷（s. 50年干lj) 3' 500円 名古屋筆書三編第12巻（s 56年刊） 3,000円

名古島吋i注左文liFIJ<I由一分wFl H( s 51年「lj) 4' 0001』l

名古屋Tli注左文郎前文丹市絵図目録（ 同 ) 2, 500P-I 

尾崎久弥；コレクション H鉢第一～三集 作 1,5001斗

名古記？佐川（正樹 ）オミ •｝ I ・ 総 I-HJ( S . 53年Tlj) 2,000ドl

名古屋放lI~：一統制 不•｝ I ( S 47年liJ)

名古屋；枝子i統制総目録（ s. 44年干lj)

4写本解題図Hiff¥ー～三集（ s. 55年再版）

日本の1t;.1JI~ ＜注 1.i文庫図鈷＞（s. 52年干lj)

注左文庫 ・ ii~泉氏物語図鉢（s. 53年干IJ)

蓬左文庫所蔵古地図複製 No.1～No 15( S 

700円

400円

各 300円

200円

300円

55～61年刊）

各 1,800円

1,000円

500円

300円

1, 500円

500円

御本ED型書鎮（s . 58年製）
堀田文庫蔵書目録（ s. 58年刊）

蓬左文庫絵葉書＜ 8枚組〉（ 同 ） 

蓬左文庫図録（ 同 ） 

蟹江慶次郎旧蔵書目録 （s. 62年刊）

同

同

同

同

第8巻（s . 57年刊）

第16巻（同）

第19巻（同）

第17巻（s . 58年刊）

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

女以jの11¥1:rii物は、本文；w事務室においてl)ii,{jiしています。到；送希望の｝jは郵送料が必喜tですので、おlilJし、合
わせ下さし、。（ただし、，1,J也図版裂は郵活不可）

同 第4巻（s. 59年刊）

同 第 9巻（s 60年干lj)

同第11巻（同）

同第18巻（1) （同）

同第18巻（2) （伺）

同 第15巻（s . 61年刊）

同第14巻 （ 同 ）

同第10巻 （ 同

同第2巻
一尾藩世記 上一（近干IJ)

同第3巻

一尾藩世記 下一（近干IJ)

I> I> I> 利用ご案内 寸寸寸

t>開館時間 午前 9時30分～午後 511寺

t>休 館 日 毎月 H/i1日 ・第 3金111'11日（館内整理日）

t>開

／日時に可iなる場合は日曜｜間11i.月・火休館l
祝日｜ ｜ ¥)jal: II 月火！;!;Ii¥ } 

年末年始 (12月28IJ～ 1 Jj 4 II) 

館内に限 1）、館外貸し出しはいたしません

（｜剣覧料）普通図告 無料

重要図書有料 （1古1135011])

覧

t>展 示 ｜泊11.'fii：ゑ，1：：の一吉IIを民IJ;

（特別展を｜徐き入場無．料）

t>複写サービス 普通図Nのうち、保存」；；jf~~·＼：（のない

ものについて俊写サービスを行いま

す。その他、マイクロフィルムの利

用、写A搬；；与の申請を受け付けます

ので、ご米！事の上、ニヰ！｜談下さい。

名古屋市蓬左文庫

干461名，11・屋市東区徳川II月1001番地

fi(052)935-2173 

（名片隅カ句〉 diぐ匂… 」「Jr.:・:;Ji.11¥Jif 
名；j:l<パス「;j＇）血ヶ！以｝） 1IIi」行

〈栄 か ら） rliパスζ豆三コ「づ｜山」「t'I由ヶ！？：」
「rn,:・:;•IH·J( J 1 r 

「調rl.I＼米」ドrji.、徒歩4分

［§§亙

i＇~＇ r,,1，.，，，~（ 

一一一一一一一寸 ｜ 

仁

i:;::::-Hrrlrケ任

F一1r.『I、’
A町o； ，、λ r.1~ ，、 λ

r’0111本」

「蓬左」第33号 交昭和63i['-1 } j 16 ii発行カ制集 ・発行：名古屋市蓬左文庫（東区徳川町1001番地）

女無料 会不定期刊行会印刷 ：大同印刷株式会社（東区泉 2-3 -18) 

- 6一


